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平
成
二
十
一
年
度

総

合

問

題

（
文
学
科

日
本
語
日
本
文
学
専
攻
）

～

9:30

11:00

注

意

事

項

１

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
、
解
答
用
紙
に
手
を
触
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

２

こ
の
問
題
冊
子
は
８
ペ
ー
ジ
で
、
解
答
用
紙
は
２
枚
あ
り
ま
す
。

３

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
ペ
ー
ジ
数
、
枚
数
を
確
認
し
（
足
り
な
い
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監

督
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
）、
全
部
の
解
答
用
紙
に
受
験
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

４

試
験
中
に
、
印
刷
の
不
鮮
明
な
箇
所
や
ペ
ー
ジ
の
脱
落
な
ど
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

５

解
答
は
、
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

６

こ
の
問
題
冊
子
に
あ
る
余
白
は
、
下
書
き
な
ど
に
利
用
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

７

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
と
受
験
票
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
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一

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
省
略
】
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【
省
略
】

（
杉
本
苑
子
『
二
条
院
ノ
讃
岐
』
よ
り
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）

【
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
】

注
１

法
金
剛
院

…
…

注
４
の
待
賢
門
院
の
建
立
し
た
寺
院
。

注
２

女
房

…
…

天
皇
の

后

な
ど
に
仕
え
る
上
級
の
侍
女
。
女
房
は
す
べ
て
父
兄
の
官
職
名
な
ど
で

き
さ
き

呼
ば
れ
て
い
た
。

注
３

美
濃
ノ
介

…
…

美
濃
の
国
司
の
二
等
官
。
長
官
で
あ
る
守
を
補
佐
す
る
職
。

注
４

待
賢
門
院

…
…

鳥
羽
上
皇
の
后
璋
子
。
鳥
羽
天
皇
が
譲
位
し
た
後
、
こ
の
院
号
を
も
ら
っ
た
。

注
５

頼
政

…
…

十
二
世
紀
の
源
氏
の
武
将
。
和
歌
で
三
位
に
上
っ
た
と
伝
え
る
。
以
仁
王
を
擁
し
て

挙
兵
し
、
戦
死
し
た
が
、
源
頼
朝
た
ち
の
挙
兵
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

注
６

公
卿
、
殿
上
人
…
…
一
般
に
三
位
以
上
を
公
卿
、
四
、
五
位
で
宮
中
の
殿
上
の
間
に
上
が
る
こ
と

を
許
さ
れ
た
人
を
殿
上
人
と
い
っ
た
。

注
７

俊
恵
法
印

…
…

東
大
寺
の
僧
、
歌
人
。
『
方
丈
記
』
を
書
い
た
鴨
長
明
の
師
。
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注
８

和
泉
式
部

…
…

平
安
中
期
、
一
条
天
皇
の
后
彰
子
に
仕
え
た
女
房
、
歌
人
。

問
一

線
部
①
～
⑤
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
楷
書
で
き
ち
ん
と
書
く
こ
と
。

か
い
し
ょ

問
二

線
部
「
長
か
ら
む
心
も
知
ら
ず
」
に
つ
い
て
、
例
に
な
ら
っ
て
単
語
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞

名
を
答
え
な
さ
い
。
活
用
語
に
は
活
用
形
名
を
記
し
、
助
動
詞
に
は
さ
ら
に
意
味
も
記
し
な
さ
い
。

助
動
詞

動
詞

連
体
形

連
用
形

過
去

名
詞

助
詞

例

思

ひ

／

し

／

こ

と

／

ぞ

問
三

線
部
ア
「
お
達
者
だ
っ
た
」
、
イ
「
達
者
に
」
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

問
四

線
部
Ａ
「
腑
に
落
ち
か
ね
る
」
、
Ｃ
「
も
の
し
た
」
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

問
五

線
部
Ｂ
「
三
十
一
文
字
」
と
は
何
の
こ
と
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

問
六

（
姪
に
引
き
か
え
て
、
叔
母
の
あ
な
た
の
だ
ら
し
な
い
こ
と
…
…
）
に
つ
い
て
、

他
の
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
「

」
が
付
い
て
い
る
の
に
、
こ
こ
だ
け
（

）
に
な
っ
て
い

(１)
る
の
は
な
ぜ
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

「
姪
に
引
き
か
え
て
、
叔
母
の
あ
な
た
の
だ
ら
し
な
い
こ
と
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て

(２)
言
っ
て
い
る
の
か
、
説
明
し
な
さ
い
。

問
七

線
部
ウ
「
糠
（

）
」
の
（

）
に
入
る
四
字
の
か
な
を
答
え
な
さ
い
。

問
八

線
部
Ｄ
が
本
歌
と
本
歌
取
り
の
優
劣
を
話
題
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
次
の
漢
文
も
こ
れ
と
似
た
状

況
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
、

～

の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

(１)

(４)

Ｅ

Ｆ

詩

□

□

□

□

□

之

□
、

亦

有8

襲

而

愈@

工,

若0

リ

ヒ
テ

い
よ
い
よ
た
く
み
ニ
シ
テ

ご
と
キ

出2

於

己1

者(

蓋

思0

之

愈@

精
、

則

造

語

愈@

深

也
。
魏

ヅ
ル
ガ

ニ

ヒ
テ

ヲ

く
わ
シ
ケ
レ
バ

チ

キ

ぎ

Ｇ

人

章

疏

云
、
「
福

不0

盈0

身
、
禍

将0

溢0

世
。」

韓

愈

則

曰
、

ひ
と
ノ
し
ょ
う

そ

ニ

ヘ
ラ
ク

ル
ニ

み
タ

ニ

ト

ニ

あ
ふ
レ
ン
ト

ニ

か
ん

ゆ

ハ

チ

ク

Ｈ「
歓

華

不0

満0

眼
、
咎

責

塞2

両

儀#

」

タ

ニ

き
ゅ
う
せ
き

み
ツ
ト

ニ

（
魏
泰
『
臨
漢
隠
居
詩
話
』
よ
り
。
一
部
、
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）

注

造
語

…
…

文
章
を
練
る
こ
と
。

魏

…
…
…

三
国
時
代
の
国
名
。

章
疏

…
…

主
君
に
対
す
る
上
奏
文
。
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盈

…
…
…

満
ち
る
。

韓
愈

…
…

唐
代
の
官
僚
、
詩
人
。

歓
華

…
…

娯
楽
や
ぜ
い
た
く
。

咎
責

…
…

問
責
。
糾
弾
。

塞

…
…
…

満
ち
る
。

両
儀

…
…

天
と
地
の
こ
と
で
、
世
界
全
体
を
た
と
え
て
い
る
。

線
部
Ｅ
に
は
「
詩
は
古
人
の
意
を
踏
襲
す
る
を
悪
む
も
」
と
い
う
一
文
が
入
り
ま
す
。
一
マ
ス

に
く

(１)
に
一
字
ず
つ
埋
め
て
、
も
と
の
白
文
に
戻
し
な
さ
い
。

線
部
「
亦
」
「
蓋
」
の
送
り
仮
名
を
含
め
た
読
み
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
な
さ
い
（
現
代
仮
名
遣
い

(２)
で
も
よ
い
）
。

線
部
Ｆ
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。

(３)

線
部
Ｇ
と
Ｈ
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
な
が
ら
、
Ｈ
の
ほ
う
が
優
れ
た
表
現
と
み
な
さ
れ

(４)
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
点
が
優
れ
て
い
る
か
、
Ｇ
と
Ｈ
の
語
句
を
比
較
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
な
さ
い
。
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二

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
省
略
】
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【
省
略
】

（
坪
内
祐
三
『
慶
応
三
年
生
ま
れ

七
人
の
旋
毛
曲
り

漱
石
・
外
骨
・
熊
楠
・
露
伴
・
子
規

つ

む

じ
ま
が

・
紅
葉
・
緑
雨
と
そ
の
時
代
』
よ
り
。
た
だ
し
、
一
部
表
記
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
）

【
株
式
会
社
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
、
二
〇
〇
一
年
、
３
９
９
～
４
０
２
ペ
ー
ジ
】



- 日文 8-8 -

注
１

子
規

…
…

正
岡
子
規
。
な
お
、
「
子
規
」
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
異
名
。

注
２

象
狗

…
…

未
詳
。

注
３

松
蘿
玉
液

…
…

子
規
の
随
筆
。
引
用
部
分
は
講
談
社
版
『
子
規
全
集
』
を
参
照
し
た
。

注
４

勁
敵

…
…

強
敵
。

注
５

迸
発

…
…

ほ
と
ば
し
り
出
る
。

問
一

線
部
①
～
④
の
語
句
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
二
字
の
熟
語
を
答
え
な

さ
い
（
②
は
「
辛
抱
」
以
外
の
語
で
答
え
る
こ
と
）
。

問
二

線
部
Ａ
「
秘
か
な
決
意
」
と
は
ど
の
よ
う
な
決
意
か
、
文
中
の
語
を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
三

線
部
の
句
に
つ
い
て
、

な
ぜ
漱
石
は
こ
の
句
を
書
き
添
え
た
の
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

(１)

こ
の
句
に
よ
く
似
た
以
下
の
ア
～
ウ
の
句
で
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
歴
史
上
の

(２)
人
物
名
を
答
え
な
さ
い
。

ア

鳴
か
ぬ
な
ら
鳴
く
ま
で
待
と
う
ほ
と
と
ぎ
す

イ

鳴
か
ぬ
な
ら
殺
し
て
し
ま
え
ほ
と
と
ぎ
す

ウ

鳴
か
ぬ
な
ら
鳴
か
せ
て
み
し
ょ
う
ほ
と
と
ぎ
す

問
四

線
部
Ｂ
「
七
人
男
」
と
は
、
慶
応
三
年
生
ま
れ
の
、
正
岡
子
規
、
尾
崎
紅
葉
、
斉
藤
緑
雨
、
夏
目

漱
石
、
南
方
熊
楠
、
幸
田
露
伴
、
宮
武
外
骨
の
七
人
で
す
。

こ
の
七
人
が
生
ま
れ
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
に
起
き
た
出
来
事
を
一
つ
挙
げ
、
日
本
史
の
流

(１)

れ
の
中
で
ど
ん
な
年
で
あ
っ
た
か
を
説
明
し
な
さ
い
。

漱
石
を
除
く
六
人
の
う
ち
、
小
説
家
一
人
の
名
前
を
挙
げ
、
作
品
名
と
と
も
に
答
え
な
さ
い
。

(２)

問
五

線
部
Ｃ
「
眼
の
人
」
と
い
う
言
葉
を
、
筆
者
は
ど
ん
な
意
味
で
使
っ
て
い
る
か
、
十
字
以
内
で
説

明
し
な
さ
い
。

問
六

線
部
Ｄ
「
二
人
の
視
線
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
日
の
二
人
の
行
動
に
も
言

及
し
て
、
違
い
を
八
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。

問
七

線
部
Ｅ
、
Ｆ
を
、
現
代
語
で
わ
か
り
や
す
く
言
い
換
え
な
さ
い
。

問
八

こ
の
後
、
漱
石
は
地
方
の
中
学
校
の
教
員
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
し
て
書

か
れ
た
小
説
の
題
名
を
答
え
な
さ
い
。


